
平成 27 年度貸与奨学金一覧 
貸
与 募集団体名 対象者 貸与額 貸与期間 募集時期 

1 
公益財団法人福井県アジア人材基金 
http://www.fpu.ac.jp/asianfund/ 

 原則として 6ヶ月以上の期間にわたるアジア圏への留学予定
のある学生 

 福井県内の高校を卒業し、国内の大学等に在籍している学生
 在籍する大学等を卒業した日の属する年の翌年 4月末までに
福井県内に正規の身分で 3年間就職する意向を持っているこ
と 

渡航費、査証取得に要する費用 
10 万円 
海外での居住費、留学、研修先に
支払う諸費用 月額 5 万円 

原則 
最長 12 か月 

随時 

2 
公益財団法人やまがた教育振興財団 
http://www.gakushubunka.jp/scholarship/ 

山形大学大学院教育実践研究科に修学見込みの者又は修学す
る者で、山形県内の公立学校の教員を目指している者 

入学料、2年間の授業料 
合計 1,353,600 円 

2 年間 3 月 

3 
公益財団法人帝人久村奨学会 
http://www.teijin.co.jp/eco/scholarship/index.html 

 大学院生 
 医学・薬学系、バイオ学系、理工学系、工学系、情報学系等
に在籍している学生 

月額 
修士・博士前期  8 万円 
博士・博士後期  10 万円 

採用～最短 
修業年限 

修士：3月 
博士：9月 
※博士は予約採用募集 

4 
公益財団法人 
沖縄県国際交流・人材育成財団 
http://www.oihf.or.jp/ 

 沖縄県内に住所を有する者の子弟 
 他の奨学金との併用不可（併願は可） 

月額 
学部 4.5 万円 
修士・博士前期 7 万円 
博士・博士後期 8 万円 

採用～最短修
業年限 

3 月～4月上旬 
追加募集 9月 

5 
公益財団法人常磐奨学会 
http://www.joban-syougakukai.or.jp 

福島県いわき市、茨城県北茨城市及びその周辺地域居住者の子
弟 

月額 3万円  
（理系学生は  3.5 万円） 

採用～最短修
業年限 

4 月 

6 
上越市 
http://www.city.joetsu.niigata.jp/soshiki/j-gaku/lifeguide-512.html 

上越市に保護者等が居住する世帯の学生 月額 3 万円  採用～最短修
業年限 

4 月 

7 
宮崎県 
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/ky-zaimufukuri/kurashi/kyoiku/index-02.html 

 本人の生計を主として維持する方が宮崎県内に居住してい
ること 

 向学心に冨み優れた素質を有しながら、経済的理由により修
学が困難であること 

 日本学生支援機構奨学金との併用不可 

※3区分から選択 
月額 
5 万円／3.8 万円／2.5 万円 

採用～最短修
業年限 4 月 

8 
茨城県 
http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/gakkou/koukou/syogakukin/syougaku.html   

 茨城県内に居住する者の子弟であること 
 日本学生支援機構奨学金との併用不可（併願は可） 

月額 4 万円 採用～最短修
業年限 

4 月 

9 
公益財団法人山口県ひとづくり財団 
http://www.hito21.jp/ 

 保護者が山口県内に住所を有していること 
 他奨学金との併用不可 

月額 4.3 万円 採用～最短修
業年限 

4 月 

10 
福井県「福井県ものづくり人材育成修学
資金」 
http://www.fisc.jp/archives/cat3/monozukuri.html 

 理工系（生物学、土木工学、建築学、農学、畜産学等を含む）
大学院生 

 福井県のものづくり企業に勤務して研究開発業務に従事す
ることを希望する者 

 社会人学生でない者 

月額 6 万円 
採用～最短修
業年限 4 月 

11 
岐阜県 
http://www.pref.gifu.lg.jp/kyoiku/kennai-gakko/koto-gakko/17773/syougakukinnriyoukibou.html 

 岐阜県内に住所を有する者の子弟であること 
 人物、学業ともに優秀であること 
 経済的理由により修学が困難であること 

月額 3.2 万円 
※日本学生支援機構奨学金と併
用する場合は 1.6 万円  

採用～最短修
業年限 

4 月～5月上旬 
追加募集 10 月 

12 
福島県 
http://www.koukou.fks.ed.jp/htdocs/?page_id=56 

 福島県の高校を卒業した者 
 日本学生支援機構奨学金との併用不可（併願は可） 

月額 3.5 万円 
採用～最短修
業年限 5 月～6月上旬 
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13 
公益財団法人山口育英奨学会 
http://yamaguchi-esf.or.jp/ 

 人物、成績、健康ともに優れ、学資の支弁が困難な者 
 他の育英奨学団体から学資を貸与されていないもの 
 8 月の奨学生集会（1泊 2日）に参加できる者 

月額  5 万円 
採用～最短修
業年限 4 月～5月上旬 

14 
トヨタ女性技術者育成基金 
http://www.toyota-rikeijosei.or.jp/ 

 本年度入学の、学部 1年生に在籍し工学系を学ぶ女子学生 
 基金賛同企業が主催する育成プログラムに参加できる者 

年額  60 万円 
（4年間 計 240 万円） 

採用～最短修
業年限 

5 月～6月上旬 

15 
公益財団法人宮崎県奨学会 
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/ky-zaimufukuri/kurashi/kyoiku/sub12.html 

 宮崎県に本籍を有する者、又は本人の主たる生計者が宮崎県
内に居住している者 

 本年度大学に入学した者 
 他の奨学金との併用不可 

月額  2.5 万円 採用～最短修
業年限 5 月 

16 公益財団法人アキレス育英会 学部１年生（留年者は不可） 
月額 自宅 2 万円 

自宅外 3 万円 
採用～最短修
業年限 4 月 

17 
あしなが育英会 
http://www.ashinaga.org/ 

保護者が病気や災害（道路における交通事故を除く）もしくは
自死等で死亡したり、それらが原因で著しい後遺障害で働けな
い家庭であること 

月額 4 万円 
（特に経済的に困窮している学
生は月額 5万円） 

採用～最短修
業年限 5 月 

18 
公益財団法人中村積善会 
「給費併用型貸費奨学金」 

 学資の支弁が困難と認められる者 
 出願時の年齢が学部 40 歳、修士 45 歳、博士 50 歳未満 
 他の貸与奨学金との併用不可 

月額 7 万円 
（内 5 万円貸与、2万円給付） 

採用～最短修
業年限 

4 月～5月上旬 

19 
石川県 
http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kyoiku/syomu/shinsei/ikuei_index.html 

 保護者が石川県内に現に引き続き３年以上居住しているこ
と 

 日本学生支援機構奨学金との併用不可（併願は可） 
月額 4.4 万円 

採用～最短修
業年限 

4 月（緊急採用は随
時受付） 

20 
富山県 
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/3003/kj00011813.html 

 保護者が富山県内に住所を有する事 
 他の貸与奨学金との併用不可 

月額 
自宅 4.5 万円 
自宅外・1万円 

採用～最短修
業年限 4 月 

21 川岸工業株式会社 

 学部の３、４年生 
 工学系の修士課程在学生 
 経済的理由により修学が困難な者 
 他の貸与奨学金との併用不可 

月額 5 万円 
採用～最短修
業年限 
（最長 2年間）

4月 

22 
公益財団法人交通遺児育英会 
http://www.kotsuiji.com/ 

 保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺
障害で働けないため、教育費に困っている家庭の学生 

 ２９歳以下 

学部生（3区分から選択） 

月額 6万円／5万円／4万円 採用～最短修
業年限 

5 月～6月上旬 
（後日、2次募集・
次年度予約採用募集
あり） 

院生（3区分から選択） 

月額 10 万円／8万円／5万円

23 
新潟県 
http://www.pref.niigata.lg.jp/kotogakko/1222020128706.html 

 新潟県内に居住する者の子弟であること 
 経済的理由により修学が困難な者 
 日本学生支援機構の第１種奨学金との併用不可 

月額  4.1 万円 採用～最短修
業年限 

5 月～6月上旬 

24 
新潟市 
https://www.city.niigata.lg.jp/kosodate/gakko/school_jyosei/syogakukin_top.html 

 本人又は本人の保護者が新潟市内に住所を有すること 
 心身ともに健全で、学業に優れ、かつ修学のために経済的な
支援を行うことが適当であると認められるもの 

年額  40 万円 
採用～最短修
業年限 5 月～6月上旬 

25 東レ株式会社 奨学生 
 2017 年 3 月修了予定の修士・博士の学生 
 化学・医学薬学を含む生命科学・物理・機械・電気・計測情
報システムを専攻している者 

月額  8 万円 1 年間 12 月 

 


